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市
か
ら
の

　 

お
知
ら
せ

■
こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付

制
度
が
10
月
よ
り
始
ま
り

ま
す

児
童
家
庭
課（
内
線
3
6
1
4
）

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
お

い
て
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
困
難
な
人
に
対
し
て
支
払
金

を
貸
し
付
け
る
貸
付
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
貸
付
制
度
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
貸
付
資
格
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
児
童
家
庭
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
医
療
費

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
医
療
費
の
み
で
す
。
保
険
外
診

療
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

開
始
月　
10
月
受
診
分
か
ら
。

■
児
童
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

児
童
家
庭
課（
内
線
3
6
1
7
）

児
童
手
当
の
支
給
は
10
月
7
日

（
金
）
で
す
。

10
月
期
の
振
込
分
は
、
6
月
か

ら
9
月
分
の
児
童
手
当
で
す
。

※
振
込
に
つ
い
て
は
、
通
帳
を
記

帳
し
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
へ
入
金
さ
れ
る
時

間
帯
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
ご
存
知
で
す
か
？

地
域
支
援
課（
内
線
3
5
4
1
）

急
病
や
け
が
、
災
害
な
ど
一
刻

を
争
う
状
況
で
は
痛
み
や
苦
し
さ

で
医
療
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
駆
け
つ

け
た
救
急
隊
員
が
い
ち
早
く
医
療

情
報
を
入
手
し
、
迅
速
な
救
命
処

置
・
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

配
布
対
象
者
は
市
内
在
住
の
①

〜
③
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
高
齢
者
②
障
が
い
者
③
健
康
上
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
人

キ
ッ
ト
の
配
布
は
無
料
で
す
。

申
請
手
続
き
お
よ
び
配
布
は
地
域

支
援
課
・
福
祉
給
付
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。

■
10
月
か
ら
65
歳
以
上
の

人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
が
始
ま
り
ま
す

こ
ど
も
健
康
課

☎（
8
7
5
）2
1
0
0

対
象

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
〜
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
ま
た
は
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
程
度
）

③
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
65

歳
に
な
る
人

接
種
費
用　
千
円
（
自
己
負
担
額
）

期
間　
平
成
29
年
2
月
28
日
（
火
）

ま
で

※
対
象
者
に
は
個
別
に
予
診
票
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
！

①
流
行
前
計
画
的
に
予
防
接
種
を

し
ま
し
ょ
う
。

②
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う
。

③
咳
や
く
し
ゃ
み
症
状
が
あ
る
時

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
換
気
を
行
い
、
加
湿
器
な
ど
で

乾
燥
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
睡
眠

を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
行
政
書
士
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

市
民
生
活
課（
内
線
3
0
1
2
）

相
談
内
容　
相
続
相
談
、
遺
産
分

割
協
議
書
作
成
、
遺
言
書
作
成
、

法
人
設
立
書
類
作
成
、
建
設
業
許

可
な
ど

日
時　
10
月
5
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜
午
後
1

時
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー

■
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政

相
談 

（
行
政
相
談
週
間
10
月
17
日

〜
23
日
）

市
で
は
、
総
務
大
臣
に
委
嘱
さ

れ
た
3
人
の
行
政
相
談
委
員
が
相

談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
、
行
政

に
関
す
る
こ
と
全
般
（
医
療
保
険
・

年
金
・
老
人
保
健
・
福
祉
・
雇
用

な
ど
）
で
す
。

日
時　
10
月
20
日
（
木
）
午
後
1

時
〜
午
後
5
時
（
予
約
不
要
）

場
所　
市
役
所
1
階　

市
民
相
談

月曜日～金曜日10時55分～“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

①対象園児
●年長児（5歳児）
平成23年4月2日から平成24年4月1日生まれの幼児

●年中児（4歳児）
平成24年4月2日から平成25年4月1日生まれの幼児

●年少児（３歳児）（浦添・牧港幼稚園のみ）
平成25年4月2日から平成26年4月1日生まれの幼児

②入園区域 浦添市立小学校区域に準ずる。
③保育時間 午前8時15分～午後0時15分
※弁当日（火・木曜日）（浦添・牧港幼稚園のみ給食
実施により午後2時予定）
④定　　員 年中・年少あり
⑤保 育 料 市町村民税の所得割か税額に応じ

て応能負担
⑥面　　談 各指定幼稚園（1～6の詳細は配布
書類および市ホームページをご覧ください）

受 付 時 間　午前8時30分～午後5時15分（正午～午後1時を除く。ただし、11月14日（月）～11月18日（金）は正午～午後1時も受付します）

申込書配布
受 付 期 間

平成29年度 幼稚園入園・認可保育所等入所は
市役所2階保育課で受付します。

10月24日（月）～11月18日（金）（土日・祝日除く）
受 付 場 所　市役所2階保育課　※11月16日（水）と17日（木）は午後7時まで受付します。

浦添市立幼稚園園児募集
学務課（内線6512）

平成29年度

平成29年4月以降の入所を希望される人
で、新規申し込みや待機の状態になって
いる人、在園されている人も入所申し込み
と認定申請が必要です。
※保育所等での保育を希望される場合
は、保育の必要な事由に該当することが
必要です。
詳細は市ホームページをご覧ください。
申込書配布場所
保育課、認可保育園、子育て支援センターで
配布。市ホームページからダウンロード可。

認可保育所等の
入所申し込みについて

保育課（内線3622）

平成29年度

●預り保育
①対象児　市立幼稚園に入園予定の園児で、午後の保育

に欠けることにより保育を必要とする人。
②預り保育時間　幼稚園の教育課程に係る教育時間の

終了後から午後6時まで。
※昼食は弁当持参またはケータリング利用可

③預り保育料　月額5千円※減免制度有り
●時間延長保育
①対象児　預り保育を利用する園児で、保護者の勤務状況等の

事情により午後7時までの預り保育が必要な園児
②延長保育時間　午後6時～午後7時まで
③延長保育料　月額2千円
申込書配布場所　学務課、保育課、市立幼稚園で配布。

市ホームページからダウンロード可。

幼稚園預り保育および時間延長保育の園児募集
学務課（内線6512）

平成29年度

沖
縄
戦
を
学
ぶ

事
前
研
修
で
は
、
戦
跡
め
ぐ
り

や
戦
争
資
料
館
の
見
学
を
通

し
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
今
も
残
る
銃
弾
の
痕
か
ら
当
時

の
凄
ま
じ
い
戦
闘
の
状
況
が
想
像
で

き
、
特
に
前
田
高
地
の
戦
い
で
は
、

「
あ
り
っ
た
け
の
地
獄
を
一
つ
に
ま

と
め
た
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
激
し

い
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

原
爆
の
実
相
を
知
る

平
和
交
流
団
は
、
8
月
8
日
か

ら
3
日
間
の
日
程
で
長
崎
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
長
崎
市
で
は
戦

跡
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ

か
、
平
和
原
爆
資
料
館
見
学
や
被
爆

者
の
体
験
講
話
な
ど
、
当
時
の
悲
惨

な
状
況
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
原

爆
落
下
中
心
地
と
平
和
祈
念
像
前
で

平
和
集
会
を
開
き
、
恒
久
平
和
の
願

い
を
込
め
て
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

朗
読
と
千
羽
鶴
の
献
呈
、
献
花
を
行

い
ま
し
た
。

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
全
国
の
小
中
学
生
と
共
に
交

流
を
深
め
な
が
ら
原
爆
の
実
相
を

学
び
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
「
平
和
が
続
く
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
が
出
て
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
「
m
y
平
和
宣
言
」

を
作
成
し
発
表
し
ま
し
た
。

恵
の
丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム
で
は
、

坂
本
ト
ヨ
子
さ
ん
か
ら
直
接
被
爆
者

体
験
の
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、
被
爆
当
時

の
様
子
は
口
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ

ど
悲
惨
だ
っ
た
と
語
り
、「
ま
ち
は
、

焼
け
た
だ
れ
た
人
で
い
っ
ぱ
い
。
死

体
に
は
ハ
エ
が
た
か
り
ウ
ジ
が
湧
い

て
い
た
。ま
る
で
生
き
地
獄
だ
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。「
71
年
経
っ

た
今
も
思
い
出
す
の
が
辛
す
ぎ
て
詳

し
い
こ
と
は
今
も
家
族
に
も
話
し
て

い
な
い
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
毎

日
思
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
」
と

涙
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

宮
崎
県
日
向
市
と
の
交
流

学
童
疎
開
を
通
じ
て

8
月
19
日
、浦
添
国
民
学
校（
現

浦
添
小
学
校
）
の
疎
開
先
で

あ
っ
た
日
向
市
の
中
学
生
平
和
交
流

団
と
平
和
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
学
童
疎
開
の
体
験
者

講
話
や
体
験
者
を
囲
ん
で
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
疎
開
先
で
の

生
活
の
様
子
を
聞
き
取
り
し
ま
し
た
。

体
験
者
の
新
城
啓
重
さ
ん
は
「
戦
争

で
失
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
平

和
か
ら
無
く
な
る
も
の
は
な
い
」
と

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
平
和
を
発
信
し
ま
す

事
前
研
修
・
本
研
修
を
終
え
た

平
和
交
流
団
に
浦
添
市
長
よ

り
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
今
後
は
友
達

や
家
族
、
周
囲
の
人
へ
平
和
を
発
信

す
る
担
い
手
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

※
疎
開
体
験
動
画
は

　
　
　
　
　
　
こ
ち
ら

▲平和祈念公園で平和学習 ▲疎開体験談を聞き、真剣に勉強する様子

本市では、未来を担う中学生が、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、次世代へ
と伝えていくことを目的として、平成8年度から中学生平和交流事業を実施して
います。21回目となる今年度も各中学校より10人の団員が、沖縄戦の学習のほ
か長崎市を訪れ、平和祈念式典への参列や青少年ピースフォーラムの参加など、
原爆の実相を学ぶとともに、平和な世界の実現について考えました。

〜平成28年度浦添市中学生平和交流事業報告〜
平和の大切さ 私たちが伝えます




